
「子どものための学校事務」101号 
 

    

            －いま、私たちにできることー 
 
 全国学校事務職員制度研究会の会誌 

「子どものための学校事務」101 号は、 
 

子どもたちが「教育を受ける権利」を等しく保障されるた 
めに、私たち学校事務職員が学校のお金の専門家として何が 
できるのか、何をすべきなのかを特集しました。 
 
昨年 ９７号で「格差社会の子育てと教育費・無償教育と就 
学援助制度のあり方」を特集しました。子どもたちの人権が 
いかに侵害されているか、ひとつの実効ある制度である「就 
学援助」のあり方を学ぶことがどれほど大切なことであるか、 
９７号をの手にとっていただいた方々から、たくさんの声が 
寄せられました。 
１０１号では、どの子も安心して学校で学び、遊び、生活で 
きる学校・教育づくりにむけて、学校事務職員が保護者負担 
軽減を意識的、計画的に取り組んだ実践を集めました。 
 
９７号から１０１号へ 

保護者負担軽減にむかって、明日から何ができそうか 

            具体的なヒントがあるはずです。 

頼りになる仲間の実践から元気をもらいましょう！！ 

 
また、食育と給食費のあるべき姿として、給食問題を考え 

ました。 
学校給食の目的と歴史を学びましょう。 
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「子どものための学校事務」って？ 
 学校の主人公は「子どもたち」です。その子ども

たちが安心して通える学校を私たち大人がつくっ

ていかなければなりません。 
 全国には様々な実践をしている仲間や実践があ

ります。 
 子どもの声を生かした学校をつくるための「子ど

もアンケート」。その声から校務主事や養護教諭ら

教職員との共働が広がっています。また、保護者か

ら集めるお金に悩み、使途を調べて公費化する取り

組みや「遊具での事故をなくしたい」との思いから

点検方法を学び、教職員へ投げかけている仲間がい

ます。 
そんな実践や思いがたくさん詰まった会誌です。 

「注文したい！」と思った人は こちら 

■ 神奈川県横浜市立すすき野中学校 植松直人 
 〒225-0021 
  神奈川県横浜市青葉区すすき野３－４－３ 
   TEL ０４５－９０１－５８９６ 
   FAX  ０４５－９０４－２４３９ 
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